
　西ノ島町は、昭和32年2月11日、国の画期的な町村再編成の線にそっ
て、旧黒木村と旧浦郷町が合併した町で、隠岐の島町に次ぐ人口を有し、
島前地区の産業、交通の中心地となっています。
　それ以降漁業と観光・畜産の町として発展し、昭和38年には大山隠岐
国立公園に指定され、隠岐を代表する景勝地、国賀海岸により広く知られ
ています。
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西ノ島町議会

西ノ島町役場

西ノ島町の行政

町議会は、住民の代表として、西ノ島町をより豊かで暮らしやすい町にしていくために、町長
が提案する予算、条例などの調整の重要な事柄を審議し、最終決定する大切な役割を担っ
ています。

「人の力」が主役となったまちづくりを進めることを第一に、豊かな資源を活かし、みんなで
助け合い、心身ともに健やかな「夢と笑顔のあふれるまち、西ノ島」の実現に向けた住民サー
ビスを提供します。
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　隠岐は、古事記・日本書紀でみられるように国土生成の時より大八州の
1つに数えられ、歴史的には古い島であるといわれています。上古には大
陸間海上交通の要衝であり、孤島とはいえ、早くから開けた島であったの
で、古代国家の体制が確立すると共に島でありながら一国として扱われ、
応神朝には隠岐国造が任ぜられました。

古代

現　代

　律令時代に隠岐は遠流の地に定められ、以来近世まで一貫して流刑の島とし
て遠流刑に処せられた人々は数知れないといわれています。その中には中央の
史上に顕れる知名度の高い名士や高官もあって、地域の文化や一般庶民の生
活・風俗に及ぼした影響は大いなるものがあったと思われます。
　近世は、北前船の風待港として栄え、上方文化の影響を直接受けるなど流人
の島としては文化的に比較的恵まれた環境であったといえます。

中世・近世

行政機構図

議会機構図

【町長部局】

【教育委員会】

議長 副議長

町長 副町長

議会運営委員会（5名）

総　務　課 総務管理係・企画防災係
財　政　課 財政係

町　民　課 戸籍係・税務係・保険年金係
環境整備課 管理係・工務係・上下水道係

健康福祉課
浦郷診療所

清　美　苑
地域振興課 観光商工係・定住促進係・農林水産係
別 府 支 所 別府支所係

出　納　室 出納係
みた保育園

へき地三度出張診療所
西ノ島町福祉事務所

福祉係・健康増進係・介護保険係

常任委員会

特別委員会
議会事務局

総務福祉常任委員会（5名）
産業建設常任委員会（5名）
広報調査特別委員会（5名）

教育長 教　育　課 総務教育係・社会教育係
小学校・中学校・給食センター
中央公民館・黒木公民館・珍崎分館
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